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欲せず，用と、〇爲がに扉〇後ろへ薄い膜を張って更にか息する0 

第1回巧集〇ぶ雄は，まだこの絲を取拂はぬ狀態にをったものであらう〇揀 
って歸ってから.管曝の中へ下度第2回目の時見たやうな薄膜をブルク松の.後 
へ作った。第2回目のは旣に絲を取拂ひ，扉〇後へ薄麟’を作って休后、してむた 
狀態のものでをったと思ふ。 

さて，おの探集はが上〇祿な狀態にあったものを得たために，成雜がを居を 
離れる迄〇巧動に就てはをの槪略を知る事がお來た〇であるが，をの後の巧 
動，即ち何時住居を離れて徘徊に出る力、どういふ方法で雌の t ホ居乃至は雌を 
探しあてる力>，何處で，どんな形式で雌との巧瞭を成し遂げるか，といふやう 
な成継の習性上大切な諸問題は遺憾乍ら解が:するには至らなかった0これ等〇 
間題は單に成躍の習挂ばかりでなく，为ネコトタテグモを體の習性を明らかに 
すろをめにも大切な役割をもっものであるから • 今後充分に觀察する必要があ 
らろ〇 

寺蹈筆するに當り，種々の御甄慮を賜はつを關口晃一巧に對し衷，じ、より御禮を 
申上げる。 


オニグモの移動時刻に就いで 
岡本大二郞 
朝鮮總督お農事試驗場 

本報は朝鮮氷原にがける昭和1了年夏〇觀黎である C 

ホニグモ Araneus veiiiricosiis (L. Kcch) は人家附近忆夕いのと體が大きい 
のとで-蜘蛛の中では最も普通に知られてわる。コボネグ节科人な iopidr.e に 
屬するもので，本邦各地（捧太.化.海道 • 本州 • 隨國 • 乂剛.臺灣.朝鮮)•滿 
洲•支那に廣くみ布してわる。夏期（水原附近では 6 巧下旬乃至 9 巧中旬）成 
熟した 9 が軒端•電線•樹間等に大きな巢を張り，曰やは隱れてれる力;，锋曰 
夕方になると悠々と現れ奥の眞中にドツカと納り筵む0相當遊しい夕立がお琪 
當時降つてねても常と變りな<現れるし，出現を降り始めても平然と雜に止:つ 
てねて，降雨は化蜘蛛のお現に何等影嚮を及ぼさない薇である。をは斬端等に 
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I 曰入日暮 
I 時刻‘時刻 



VII 2 目 S . '20 8.19 S . 228. 29 8.17 8,17 8,2912 8.21 7,58 

3 5 8. 288.1718.2118 . 238.15 8.158.28 U 8. 21 7. 58 

4 目 8,む8.20ん25 8.238，巧 8,128•が；13 8.197. 58 

5 5 7.588. 048, 068. 087.59 7.588.08 ]〇 8. 03 7•が 

6 5 8.238. 28 S .23 S , 16 8.18 8.16 3 .28 12 8.22 7.5 S 

7 5 8. 01 S . 06 S .11 S .0 SS . 00 8.008 .11 11 8. 05 7. 5 S 

多 5 8,02 7. 58 8. 038, 058. 07 7•が 8. 07 9 8. 037,57 

9 4 8.00 8 .117. 558.12 7.55 8.じ17 8.04 7. 57 

10 3 8. 05 8. 02 7. 57 7 57 8. 05 S 8,01 7. 57 8. 39 

11 3 8.027. 43 7.58 0 7 7,43 8.02 19 7. 547.56 

13 5 ん10成03 8.02 7 . 57 8. 14 7,57 8.20 23 8.07 7,56 

14 3 ? 1 P 7 •ら 5 8. 078. 15 7.55 8 .15 20 8. 05 7. 55 

19 4 8 loj 8.058 7.44 9 7. 44 S . 15 31 8.047.53 

23 4 ?18.12 も001日7.35 8 .05 T . 35 8.12 37 7. 587.50 

Vin . 2 4 7.42 11 7.55 7.14 7.207.14 7.56 41 7.337 .42 

3 4 7.56 7, 59 7. 026. 56 6.66 7.59 63 7.28 7. 41 

4 4 7.59 ん57 T . 466.49 6.49 7.59 70 7.3 8 7.40 

5 4 7.19 7.48 7.056.37 6,37 7.43 66 7.117.39 

6 4 7.4612 6.52 7. 246.42 6,42 7 .46 64 7.117.38 

7 4 7.49 77 ^7.1413 6.39 6.39 7.49 70 7.17 7.36 

8 5 7.59 7 .53 7.46 7. Oy 6, 47 け 6.47 7.5 y 72 7. 317. 35 

9 6 6.38 7.07 7. 476.26 6.506.32 6.26 7.47 816.53 7.34 

10 6 7.537. 5 a 7. 557. 33 6.42 7.506.42 7.55 63 7.38 7. 338.11 

11 6 7. 5 和 197. 52 k 52 6. 坤‘ 3516.32 7.53( 81 7.217 .32 ^ 

註 I . ^ の數字は個體番號を示す(第2表に於ても同様 )0 
2—9 巧け腹巧がのなるも當日出現しなかつたことを示す0 


厳止してたるのを探集したことがある力く，雖を張らないのか典で認めたことが 
ない0 

I 化現時 舞 

了巧1日夕方自宅の阔圍で5西の成9が巢を張つてねるのを認めたので，物 
好•きな氣持から出現時刻並にをれに願係する條す申を調べてみようと思ひ立ち. 
夕凉み旁々家族〇者にも乎傅つて赏つて，翌2日から8巧11日迄の閒にをり 
(觀察を中孰したこともをつたが）24卸個體別に現れる時刻を記錄した。を 
部で14巧觀察したが，最初のものが出な < なつたり（豪雨其他の原因で巢が切 
第1表 ffl 現 時 刻 


早遲開- 
最最のき 




(] な） 


れたり或は原因不明）.义別のものが現れてきたりして.每固の調燕侧體は3— 
6西である 3 觀黎綻震は第1表の碰りで，化現時刻に關係あると思はれる目入 
時刻な H 馨時刻をも併記 した。 

第1表を判り易く圖示した のが 第1 圆 で， 曰がたつに 從 つで日 入(或は 日暮） 
時刻は早くなり，をれと共にホニグモの W 现時刻も早くなつで，娜者閒には密 
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巧 曰 

第1阔時期による出現時刻の變化〔•煎ま最早，最遲あ平均を示す〕 


い朝鮮總督府：昭が17年骆曆（昭和16年11巧）に據る〇水原の値は載つてゐなぃ爲 
仁川の値を記した0大差はなぃ0 

が中央氣象墓：夜巧日導の時刻表〔昭が16年巧巧）じ據る。本おの化例にぃを巧ヶ 
日暮レト稱スルハ德リ將巧ノ所謂「巧ヶ六ツ」「暮レ六ツ」卜辦シタ時刻デ•太陽中む 
ノ俯角ガ T 度7度なをが秒二當ル時刻ヲ算 岀ンタ モノデアル i 化時刻 ハ 晴天 ナラ クミ 
實用上殆ド人工猜かラ要セズシチ槪ネ目常ノ用務ヲ辨ジ得ル時刻ノ限界二當リ，日本 
內地デ新聞ノ1號活をノ鐵ナ餘リ小サクナイ見搜シ艾字/さ ロ キハ戶外二、アリテハ充み 
二判讚シ得ル時刻二す目當ス"と記されてゐる〇本表には水原の値はもとより仁川の値 
も載つてゐなぃる;，日入目 ffl 時刻に仁川の値をとつたので，日暮夜明時刻も帝:城の値 
傷巧1日•が日及20 0が記されてゐるのみ）に1分加へ（日入日出時刻は仁川が京 
がより1み遲ぃから）た川の値とした0 
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摇な關係がある機である。然し搔も早く現れるものと最も遲く現れるものとで 
は其〇早くなり方が餘程趣を冀にし後者は曰入時刻と略々平行してゐる〇 
に，前者は日入時刻の早くなるに從ひ著しく忿に早<なつてきてねる。其爲最 
も早<現れるものと最も遲く現れるものとの熙き力;，日入時刻の早< なるに從 
ひ廣くなつてきてゐる。 

觀察を閒始した了巧2日の日入巧刻は了時58かで，夏至 （ 6月22日）の日 
入時刻と同じである0今化時刻を基準郞ち0とし，横軸に r 日入時刻の早まり」 



C 最孚）の早まりとの關係 


00を，縱軸に r 出現時刻の早まり」 
Cy) をとつて，兩者の關係を劇示ず 
ると第 2—4 圖となる。何れも略々 
直線をなしてゐると見做されるから 
y = ax + b まで表し平均法によつて 
a 及 b 〇値を算おすると各 ( D 鹽の上 
そに記しを様になる。之等の場を b 
の値は S 人時刻が最も麵い時（夏至 



現踩刻（最遲 j のをまりとの關添 


注）之は暗くなることる;原因らしく，.晴天の呂と寒天の曰とではを孰こ於て幾分早く姐 
現する傾向がちる0 


出现時刻(最避)の早まり 


化現時刻(最早)の早まゎ 
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H 入轉刻の早まり 

第4騷.日入時刻の早まりと出現 
時刻（平均）の早まりとの關巧 


H 入轉刻の早まり 
第5陶自入時刻のをまりと最 J 
最遞の閒きとの縣な 


の頃）に巧現時刻は0入時剔より何分遲いか（一の場を）又をいか（十の場合) 
を示しな上の結巧では最も早く現れるものにがて約7か最も避く現れる.も 
のにがて約19か平均にがて狗13か日入膊詢より通いことが示されてゐる〇 
をして a の値は日入時刻が1か早くなるに從ひ沾规時刻は何分早< なるか （+ 
の場合）及狸くなるか（:一の場を）を示し.な上の結-巧では最も早く現れるも 
のに於て約4か最も遲く現れるものにがて約1か平均にがて約2か巧くな 
ることが巧されてねる〇 b の値に差のあるのは當然〇ことである力;， a の値に 
差がある.即ち最も遲く現れるもりのお紀時刻は日入時刻とぞ巧してねるの 
に最も早く現れるも〇は歎初日入時刻より遲いのに閒もなく日入時刻と巧じ 
くなり，其を益々早くなつてくるのは何がか0化點は今〇處疑閒でをるう*、斯か 
る事實の示された〇は興味深<思はれる0 
次に馈軸に「日入時刻の早まり」（玄）を，縱軸に r 最早最遲の閒き」け）を 
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とつて， 兩者の離係を國示 すると樂5圃となり， 之 も 略々直線を なしてゐる〇 
化場 含 b の髓は 日入瞒 刻が最も遲い時（夏至の頃） に閒きは 何かか（何れの場 
合も +となり 一の場合はない） を 示し， a の 値は日 入時刻が 1 か早 < なるに從 
ひ閒きが何み宛ホきくなつてゆく力> (+ 0 場合） 又/ h さくなつてゆくか（一〇 
場を） を巧ず。 此睹果では最初の 闕き力； 約じかで. 因 入時刻の 1か 早 < なる 
に 從ひ閒きが狗3み宛大きくなつてゆ < ことが示されてねる0 
11 おがが刻 

お伏時刻は朝早いので，其觀繁は寢巧の私に中々曾ががれ，僅に7巧7日と 
8巧3日の2回調避し得た〇みである。其總裝は第2•装の通りである0之を お 
現時刻の場をに準じ圖巧すると第6圖となり，即ち日のをつに從つて日お（或 
は夜明）時刻が遞くなり，をれと共にホニグモの潜伏時刻も遲くなつてねで， 
僅か 2 回の觀察にすぎないが，共頓巧は化現時刻の場合とピツタリー致して ね 
ることが窥はれる0 


第2表 潜伏時刻 


;調苍 
巧曰 i 

1 個撞裳 

を 個禮の觀察記錄 

解|最湛! 

1 狼 •早 
1媛遲 
の綿 
を 

广 

ザ巧 

1 

日入 

時刻 

1 

2 

3 
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5 

7 

5.25 

9 
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第6圖 

時期に J ： る潜伏時 
刻の變化〔•巧は 
最早，最遲なや巧 
を示す] 
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III 巧食あびそれが移勸時刻に則ぞすお響 

お食としてはウスバツバタ Elcysma wesiwoodi Volleiihoveu が蟲（鱗翅目斑 
蛾科）が昭和16年9巧6因朝巢に引力けュつでたるのを，9巧9 ロタな9巧巧 
日夜巢に引かかり喉はれてゐるのを認め.义ォホクロコガネ Holotrichia mor - 
osa Waterhouse 成蟲（鞭翅口金龜子科）が昭和17年了巧2因夕•了巧4日夕 
及 S 巧3日早朝敬に引かかり続を構きつけられてねるのを，7巧3日朝ホニグ 
ホの潜伏所（が〇が）で晦はれでねるの‘を. 7巧4 0夕巢に引かかつてねるの 
を認めた。前者の幼蟲は徵•撰桃•李等を始め各穗蓄薇科植物の葉を害し後 
者もが蟲は嫂 • 樓桃•梨 • 苹樹 • 桑等の葉を，が蟲は各穗盤作物の地下部を蕾 
するのであるから，之等蕾蟲〇で敵として吾々に夕少なりと（.捕食量の程度は 
不明であるが）役立つてくれてゐる譯である。 K 上2種は水原附近の大害蟲な 
ので特に氣がいたが，餅をの渾類は其他#いと，思ふ0 

ゥスバ ツバメ とホホク n 3 ガネに 就を捕食狀规を獻が 的に 觀察しを結果を綜 
合すると次の通りである0段蟲が日中巢に引か、つても蜘蛛は知らぬ顏をして 
ぬて， 夕方お规の時刻になつて始めて現れ，現れるとずぐ絲を橋きつける〇現 
れてゐる時引かかれば直ちに絲を捲きつける0斯うして殺してから晦ふ力;•夜 
閒に喉ひ盡し得ない場合は，引上げる際をれを巢に殘しておかず潜が:所に持を 
んで喉ふ0朝引上げる直前巢に馬蟲が弓は >かると‘絲を播きつけたり其他の處 
理を施すのに時閒がかかり，潜伏時刻の非常に遞れることがある010齋の巢に 
8 巧 3 日午前 5時40 かォホク。コガネ 成蟲が引かかつたところ.第2表の 如< 
普通のものは5睹25か乃至5辟54か D 閒に潜伏したのに，之だけは了時にな 
つても潜が:せず，潜伏時刻は不明であるが正かには輿:に居らなかつた。 

即ち昆蟲の弓 I かかることによりお現時刻を亂すことはないが，潜が撫刻には 
例外を生ぜしめる棟である。其他の影響を蒙つた場をでも，潜が:時刻はお現時 
刻に比し不をおなのでなからうかと思はれる0潜が:時刻の異常なものは巨ま附 
近にがて上〇1例を見たのみであるが，役所附近に於 C 7巧11日午前8時30 
か巧7日午前11時'20か尙潑伏せず典に雖つてねるもがを認めたことがあ 
る。化原因はな轟の引かかつたことによる力 >，或は其他の原因によるかす明で 
をる〇 



